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主な特長
XA-150Sはソニーデジタルマップナビシステム用の自律航法ユニットです。NAVI BUS端子付きの

ナビシステムと接続することにより自律航法やマップマッチングが可能になります。

ご注意
• 本機が正しく取り付けられていない場合は、正しい測位ができません。 また、マップマッチングも

働きません。

• 取り付けの際には、以下のことにご注意ください。

— 正しい取り付け場所に取り付けてください。（湿気の多い場所や、物がぶつかってしまうよう

な場所には取り付けないでください。）

— 決められた向きに取り付けてください。

— 本機と地図ディスクプレーヤーを確実に取り付けてください。

なお、本機の白色コード(車速センサーコード用)と若草色コード(バックランプの電源ケーブル用）の

接続は、必ずお買い上げ店にご相談ください。

• 強い衝撃を与えないでください。特に落としたり、ぶつけたりすることのないように注意してくだ

さい。

• 水がかからないようにしてください。また、湿気の多いところに長時間置いておくとセンサーが正

しく動作しないことがあります。

警告表示の意味
「取り付けと接続」および取扱説明書、製品では、次のような表示をして
います。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

下記の注意を守らないと火災・感電に
より死亡や大けがの原因となります。

運転操作や車体の可動部を妨げないよう
に取り付ける

運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げに

なる場所に取り付けや配線をすると、事故や感

電、火災の原因となります。

･ ネジやシートレールなどの可動部にコード
類をはさみ込まない。

･ コード類はまとめる。

･ ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダ
ルなどが正しく操作できることを確認する。

付属の部品で正しく取り付ける

他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、

しっかり固定できないなどで、火災やけがの原

因となることがあります。

安定した場所に取り付ける

振動の多いところや、天井などに取り付ける

と、製品が動く、落ちるなどにより、事故やけ

がの原因となることがあります。

ステアリングやブレーキ系統、タンクな
どにある車の性能を維持するための部品
を使わない

車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリ

ングやブレーキ系統、タンクなどの部品を使う

と、制動不能や火災の原因となります。

パイプ類、タンク、電気配線などを傷つ
けない

火災の原因となります。車体に穴を開けて取り

付けるときは、パイプ類、タンク電気配線など

の位置を確認してください。

分解や改造をしない

火災や感電、事故の原因となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源を

取ると、リード線の電流容量を超えてしまいま

す。内部の点検や修理はお買い上げ店またはソ

ニーサービス窓口にご依頼ください。

警告

分解禁止禁止

火災 感電

警告

分解禁止

禁止

禁止

取り付け/接続部品　
A B

×1 ×2

接続　

C D 圧着式コネクター

* 圧着式コネクターは、保護素子より車側コードで接続してください。

(使いかたは、裏面をご覧ください。)

**配線を加工したときなどに、絶対に逆に取り付けないでください。

ご注意

• 必ず車両側車速センサーコードとバックランプの電源ケーブルに接続し

てください。なお、本機の白色コード(車速センサーコード用)と若草色

コード(バックランプの電源ケーブル用）の接続は、必ずお買い上げ店

にご相談ください。

• 接続については、ナビシステム本体に付属の「取り付けと接続」説明書

もご覧ください。

NAVI BUS端子付きの
デジタルマップナビシス
テム

XA-150S

**保護素子 *圧着式コネクターD

バックランプの電源
ケーブル(＋12V)

車速センサーコード

白色コード

若草色コード

車側÷

警告

感電火災

警告

×1 ×2

自律航法ユニット　

取り付けと接続
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らない
と、火災や人身事故になることがあります。

この「取り付けと接続」および取扱説明書には事故を防ぐため
の重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。この
「取り付けと接続」および取扱説明書をよくお読みのうえ、製品
を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見
られるところに必ず保管してください。

取り付けはお買い上げ店に依頼する
本機の取り付けは車種や年式により異なり、専門知識が必
要です。万一、ご自分で取り付けるときは、この「取り付け
と接続」に従って、正しく取り付けてください。正しい取り
付けをしないと、火災や感電または自動車の損傷の原因と
なります。



1　取り付けようとする位置に置き、Aのテープをはがして
カーペットの下に取り付ける
センサーボックスが水平になるような位置を選んで、

取り付けてください。

取り付け

取り付け位置のポイント
･トランクルームに取り付けます。

･トランクに入れた荷物などが当たることのない場所を選んでください。

･湿気の多い場所には取り付けないでください。

･必ずVを上向きにして取り付けてください。

･凹凸や傾きのない水平な場所に取り付けてください。

接続で使う圧着式コネクターの使いかた(バックランプの電源ケーブルも同様に取り付けてください。)

2 3　水平に固定する B

A

.

取り付け場所へ

1 圧着式コネクターDから

金具を取りはずす

3 手順１ではずした金具を

取り付ける

2 本機の白色コードと車両側の車速

センサーコードをコネクターにとおす

4 ふたをする

.

車速センサーコード/バックランプの電源ケーブルの位置について

センサーボックスの白色コードを車速センサーコードに接続しないと正確な測位ができません。ま

た、若草色のコードをバックランプの電源ケーブルに接続しないと、車両後退時の誤差が生じます。

車速センサーコードおよびバックランプの電源ケーブルの位置は車両によって異なりますので、必ず

お買い上げ店にご相談ください。

車速センサーコード 白色コード


